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1 はじめに

暗箱に透過型回折格子とスリットを配置した

簡易型分光器が実験教材として使われている。

また、アルミ層を剥がしたCD-R片を回折格子

に用いた高精度なCD-R分光器が提案されてい

る 1)。これら従来の透過型分光器は、入射スリッ

ト方向がスペクトルの観察方向から回折角分ず

れるため、特に低学年児童にはスペクトル観察

が難しい。

本研究では、比較的安価に入手が容易な三角

プリズムと透過型回折格子を組み合わせた分光

素子（グリズム 2)）を設計し、光源方向とスペ

クトル観察方向が一致する直視型分光器を試作

した。

2 グリズムの設計

グリズム素子は、容易に入手できるプリズム

（頂角：60◦, 45◦）と、フィルム回折格子（ピッチ

1µm, 2µm）およびアルミ層を剥離した CD-R、

DVD-Rの組み合わせを検討した。プリズムの

材質（BK7ガラス、PMMA）、回折格子の種類、

入射角 θin、グリズムの傾斜角 ϕを変え、射出

角 θoutが 0◦（出射光が入射光と平行）になる条

件を求めた。その結果、頂角 45◦ の BK7プリ

ズムと 1µmピッチの回折格子を、Fig.1の様に

ϕ = 18◦ に配置することで波長 550 nmの光が

直進通過することが分かった。

Fig. 1 Configuration arrangement of a grism

3 実験結果

直角二等辺三角形のBK7プリズムと1µmピッ

チのフィルム回折格子を Fig.1の様に配置し、

Fig.2の実験配置で蛍光灯の発光スペクトルを

撮影した。プリズム材料による波長分散の非線

形性を評価するため、蛍光灯に含まれる水銀の

輝線スペクトルを撮影した。

直視型分光器のスペクトル像と代表的な輝線

波長の関係をFig.3に示す。435 nmから 580 nm

の波長帯で良好な線型性が確認できる。

グリズム分光器は光源方向にスペクトルの中

心方向が一致するため直感的に理解しやすいば

かりでなく、プリズムの使用によって短波長が

減衰され、0次光が出射されないため、広波長

帯域光源や高輝度光源のスペクトル観察におけ

る安全性が高められる。

Fig. 2 Experimental setup

Fig. 3 Observed spector lines of fluorescent lamp
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